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当館のプラネタリウム投影機（以下、「プラネタリウム」と言います。）は、次ページの年表のように２００１年に東
京都渋谷区の五島プラネタリウムの閉館に伴い、「現在稼動しているプラネタリウム」としては日本最古の物でし
た。この奥歯に物が挟まったような微妙な言い回し、実は現在稼動していないプラネタリウムの中には、当館のプ
ラネタリウムよりも長期間稼動した物があるからです。それは、大阪市立電気科学館（現：大阪市立科学館）にあっ
たドイツ製のツァイスⅡ型です。このプラネタリウムは、戦前の1937年（昭和12年）から52年間も稼動しました。し
かし、1989年（平成元年）に、新しくできる大阪市立科学館に国産のプラネタリウムが設置されるため閉館になり、
現在はこの科学館の１階に展示されています。長い間、この５２年（正確には５２年と７９日）という稼動記録を
超えるプラネタリウムはなかったのですが、当館のプラネタリウムが今年８月２９日に５２年と８０日となり、とう
とう稼動期間が日本一になりました。　

①ドイツ、カールツァイス社製プラネタリウム
　４～５ページの（年表－１）を見ると判りますが、大阪、東京、
明石、名古屋の大型プラネタリウムは全部４０年以上動いてい
ますし、旭川の小型プラネタリウムも４０年以上動いています。
これらの事からカールツァイス社製のプラネタリウムがいかに
頑丈で耐久性に優れているかが判ると思います。
　プラネタリウムを発明したカールツァイス社は世界各地に設
置し、保守と改良を繰り返す中で、より頑丈なプラネタリウムを
作りあげました。また、最近のプラネタリウムは自動で動くコン
ピューター制御のため複雑な構造になっていますが、当館の機
械は手動で操作するため極めてシンプルな構造になっており故
障の確率が少ないのでしょう。プラネタリウムを発明、知り尽く
したメーカーの頑丈な作りの上に故障の少ない構造、これなら
長持ちするはずですね。
②日常的に保守整備
　このドイツ製のプラネタリウムを普段、保守整備をしているの
は当館の技術スタッフ（年表ー２）です。日常の清掃や点検はも
ちろん、給油や電球の交換、そして恒星原版のオペーク（光漏れ
の補修）、スリップリングの清掃など、次項で紹介するオーバー
ホール以外の全ての保守整備を受け持っています。　　　毎
日、プラネタリウムを見ているからこそ、ちょっとした異常も見逃
すことなく早めに修理できるのですね。　

③定期的にオーバーホール
　ドイツのカールツァイス本社から、定期的に専門の技術者を呼
んでオーバーホール（分解整備）をしています。上の年表では「OH」
と表記していますが、今までに４回のオーバーホールを実施しまし
た。右の写真のように徹底的に分解して、隅々まで清掃・点検・補修
し、また元どおり組み立てます。普段の保守整備では見つからない
ような細部の異常も、このオーバーホールで発見できます。人間な
ら「定期健康診断」や「人間ドック」、車でいうと「車検」のようなもの
ですね。
④丁寧な操作
　車は、いくら上手に整備しても運転する人が乱暴な乗り方をすれ
ば壊れてしまいます。同じように、プラネタリウムも解説員が乱暴に
操作すればやはり壊れてしまいます。そのため、当館の学芸係に配
属になって最初のオリエンテーションでは、５０年以上も前の古い
機械なので丁寧に扱うよう指導しています。また、プラネタリウムの
投影番組の内容を検討する場合、プラネタリウムへの負担を過度
にかけないような内容にしています。
⑤市民の理解と応援
　１９７６年（昭和５１年）１月に当館の閉鎖問題が新聞報道さ
れました。この時、市民から当館や新聞社、放送局などに「天文科学
館を閉めないで」という手紙や募金が多数来ました。また、市内の
多くの文化施設に指定管理者制度が導入される中、当館は半世紀
以上市直営で運営され、プラネタリウムの継続的な保守管理体制
が維持されてきました。　　　　　　　　　　　　　　　　
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